
　

長
野
県
東
部
に
広
が
る
八や
つ
が
た
け

ヶ
岳
連れ
ん
ぽ
う峰

の
懐
、
佐さ
く
ほ
ま
ち

久
穂
町
と
小こ
う
み
ま
ち

海
町
に
跨
る

「
白
駒
の
池
」
は
、
面
積
一
一
四
㌶
、

周
囲
一
、三
五
〇
㍍
、
標
高
二
、一
一
五

㍍
で
、
二
、〇
〇
〇
㍍
以
上
に
位
置
す

る
日
本
最
大
の
天
然
湖
で
す
。
周
辺
に

は
コ
メ
ツ
ガ
、
ト
ウ
ヒ
、
シ
ラ
ビ
ソ
な

ど
の
大
木
が
生
い
茂
り
、
林
床
は
、
初

夏
か
ら
夏
に
か
け
て
、
ま
る
で
緑
の
絨

毯
を
敷
き
詰
め
た
よ
う
な
苔
が
一
面
を

覆
っ
て
い
ま
す
。

　

秋
に
は
湖
畔
の
ナ
ナ
カ
マ
ド
や
ド
ウ

ダ
ン
ツ
ツ
ジ
な
ど
の
紅
葉
が
鏡
の
よ
う

な
湖
畔
に
映
え
る
た
め
、
首
都
圏
を
含

め
、
全
国
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

ま
す
。

　

冬
は
佐さ

く久
と
諏す

わ訪
地
域
を
結
ぶ
メ
ル

ヘ
ン
街
道
（
国
道
二
九
九
号
線
）
が
閉

鎖
さ
れ
る
た
め
一
般
の
観
光
客
は
少
な

く
な
り
ま
す
が
、
湖
畔
の
山
小
屋
は
営

業
し
て
お
り
、
年
間
を
通
し
て
訪
問
者

が
絶
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
登
山
道
を
四
十
分
ほ
ど
登
っ

た
高

た
か
み
い
し見
石
の
上
か
ら
は
、
原
生
林
に
抱

か
れ
青
く
輝
く
池
の
水
面
、
そ
し
て
天

気
が
良
け
れ
ば
浅あ
さ
ま
や
ま

間
山
や
西

に
し
じ
ょ
う
し
ゅ
う

上
州
、

北
ア
ル
プ
ス
、

中
央
ア
ル
プ

ス
の
山
々
ま

で
一
望
で
き

ま
す
。

　

国
道
沿
い

の
駐
車
場
か

ら
白
駒
の
池

周
辺
は
、
木

道
が
整
備
さ

れ
、
子
ど
も
か
ら
年
配
の
方
ま
で
気
軽

に
散
策
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

木
道
か
ら
少
し
足
を
延
ば
せ
ば
、
本
格

的
な
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
な
っ
て

お
り
、
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
様
々
な
自
然

を
満
喫
で
き
る
稀
有
な
ス
ポ
ッ
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
白
駒
の
池
」
の
名
は
、
当
地
に
伝

わ
る
民
話
に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
、
一

説
に
よ
る
と
、
恋
に
落
ち
た
男
女
を
良

く
思
わ
な
い
女
の
父
親
が
男
を
山
奥
へ

と
追
い
や
り
、
女
は
後
を
追
っ
て
道
に

迷
っ
た
末
、
一
頭
の
白
馬
（
白
駒
）
に

導
か
れ
て
池
へ
と
消
え
二
度
と
帰
る
こ

と
は
な
か
っ
た
と
い
う
悲
し
い
物
語
が

あ
り
、
他
の
説
で
も
、
そ
の
名
は
白
馬

に
由
来
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
伝
説
や
地
域
の
歴
史
に
思

い
を
馳
せ
な
が
ら
原
生
林
や
一
面
の
苔

に
抱
か
れ
る
神
秘
の
世
界
を
体
感
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

ご当地

自慢

絶景「白駒の池と苔の森」

東信森林管理署
とうしん

92

しろこま こけ

★白駒の池
・苔の森
白駒の池
・苔の森

メル
ヘン
街道

メル
ヘン
街道

小海駅小海駅

佐久平駅佐久平駅
佐久小諸JCT佐久小諸JCT
北陸新幹線北陸新幹線

諏訪IC諏訪IC

佐久IC佐久IC
中
央
自
動
車
道

中
部
横
断
自
動
車
道

小
海
線

◆
所
在
地

　

長
野
県
南
佐
久
郡
小
海
町
千
代
里
字
白
駒
池

◆
ア
ク
セ
ス

　

 【
公
共
交
通
】
JR
佐
久
平
駅
～
千
曲
バ
ス 

白
駒
池

入
口
バ
ス
停
ま
で
約
一
〇
〇
分
（
季
節
運
行
）

　
【
自
動
車
】

　

 

中
央
自
動
車
道
諏
訪
IC
～
白
駒
の
池
駐
車
場
約

七
十
分

　

 

中
部
横
断
自
動
車
道
佐
久
IC
か
ら
白
駒
の
池
駐
車

場
で
、
約
七
十
分

緑の絨毯！苔の森

高見石から白駒の池を望む

紅葉と白駒の池
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